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火

災

危

険

と

保

険

-

総

説

こ

の

小

論
の

目

的
は

､

ユ
払

打

ヨ

賀
長
e

ヨ
2

年
(

危
険

管
理
)

の

立

場
か

ら

火

災
保

険
論
体

系
の

素
描
を

試
み

る

こ

と
に

あ

る
｡

危
険

管
理
は

､

最
近
の

三

〇

年
間
に

米
国
に

お

い

て

経
営

管
理
の

特
殊

分

野
と

し
て

発
達
し

､

同

国
で

は

既
に

鼓
打

日

昌
品
e

二
危

険

管

理

士
)

又

は

一

日
払

弓
賀
0

2

ヨ
P

n
P

笥
(

保

険

管

理

士
)

と

称
さ

れ

る

専
門
職
が

生
ま

れ

つ

つ

あ
る

｡

し
か

し

な
が

ら
､

危
険
管
理
に

関

(

1
)

す
る

文
献
は

未
だ

そ

の

数
が

少

な
い

｡

ユ
切

打

(

危

険
)

と
い

う

経

済
上
の

概

念
は

､

内
-

碁
E

に

よ

れ

ば

｢

測
定

す
る

こ

と

の

で

き

る

不

確
実
性

ヨ
e

宏
弓

邑
竺
-

ロ
O
e

旨
-

n
.

(

2
〕

t

ご

で

あ

り
､

臣

首
は

こ

れ

を

｢

費
用

･

損
失
も

し

く

は

損
傷

串
r

L

相

馬

膠

(

3
)

に

関

す
る

不

確
実

性
+

で

あ

る

と

し
て

い

る
｡

G

宮
口
e

も

ま

た
､

危
険
と

は
､

人
が

経

済
行

為
を

な

す
に

あ

た
り

直
面

す
る

と
こ

ろ

の

｢

未
来
に

つ

い

て

の

不

確
実

性
+

す
な

わ

ち

｢

経

済
的

損
失
の

(

4
)

生

起
に

関

す

る

不

確
実

性
+

で

あ

る

と

し
て

い

る
｡

保
険
の

理

論

及
び

実
務
に

お

い

て

は
､

周

知
の

如
く

｢

危
険
+

を

種
々

の

意

味

(

5
)

に

用
い

て

い

る

が
､

い

ま
こ

れ

を

吟
味
し

て

い

る

暇
が

な
い

｡

た

だ
､

竹

男
ロ

が

｢

偶
然

の

事

故
+

を

意

味

す
る

の

に

対

し

て
､

訂
N

邑
が
｢

事
故
の

発
生

助

長
並

び

に

損
失
の

拡

大
の

因
子
+

を

(

6
)

意
味
す
る

こ

と

を

指
摘
す
る

に

止

め

る
｡

そ

し
て

本

稿
で

は
､

火

災
危
険
と

は

火

災
に

因
る

経
済

的
損
失
の

生

起
に

関
す
る

不

確
実

(

7
)

性
で

あ
る

､

と

し
て

お

け

ば

充

分
で

あ

ろ

う
｡

次
に

､

危
険
管
理

と

は
､

前
記
の

よ

う
な

不

確
実

性
す
な
わ

ち

●
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( 1 3 ) 火 災危険 と保険

叫
1
..

一

一

山

■

危
険
を

処

理

す
る

方

法
を

計

画
､

実
施
す
る

と
こ

ろ
の

一

切
の

機

能
を

い

う
｡

そ

し
て

､

実

際
上
の

そ

の

中
心

課
題
は

保
険
の

活
用

で

あ

る

か

ら
､

保

険
研

究
者
が

ア

プ

ロ

ー

チ

を

試
み

て

然
る

べ

き

分

野
で

あ

る
｡

し

か

し
､

こ

の

場
合
に

形
成

さ

れ

る

保

険
論
は

､

保
険
業
者
の

立

場
よ

り

も

む

し

ろ

保
険
利
用

者
の

立

場
か

ら

展
開

せ

ら
れ

る

ぺ

き

も
の

と

な
る

｡

保
険
利
用

者
に

は
､

家
庭
と

企

業

の

両

者
が

含
ま

れ

る

が
､

危
険
管
理
の

観
点
か

ら

重

き

を

な

す
の

は

企
業
で

あ

る
｡

従
っ

て
､

火

災
危
険
管

理

の

実

際

上

の

意

義

は
､

企
業
経

営
が

保
険
そ

の

他
の

方

法
を

用
い

て

火

災
危
険
を

処

理

す
る

機
能
で

あ

る
､

と

し

て

よ

か

ろ

う
｡

火

災
危
険
管
理
の

主
な

内

容
は

､

U
火

災
に

因
る

種
々

の

損
失

可
能
性
の

確
認

､

∽
火

災
損
失
の

頻
度
と

大
き
さ

の

評
価

､

川
防

災
､

川
危
険
管
理

用

具
(

保

険
便
覧

-

ロ

呂
岩
n
O

e

ヨ

呂
≠

阜

保

険
調

(

8
)

書
-

n
也

実
年
ロ
C

e

S

弓
く
2

¥

報

告
､

記

録
)

の

作
成

､

蒐

集
､

利

用
､

川
危
険
処
理

方

法
の

選

択
､

㈲
適
切

･

低
廉
な

保
険
計
画
の

立

案

と

実
施
で

あ

る
｡

こ

れ

ら
の

う
ち

危
険
の

処
理

方

法
は

､

㈹
危
険

の

自
己

負
担

､

桝
集

合
の

方

払
に

よ

る

危
険
の

消
去

､

M
肩
代
り

の

方

法
に

よ

る

危
険
の

除
去

､

H
損
失
予

防
に

よ

る

危
険
の

排
除

(

9
)

に

四

大

別

す
る

こ

と

が

で

き
る

が
､

こ

の

四

者
は

実

際
に

は

あ

る

程
度

併
用
さ

れ

る

場
合
が

多
い

｡

そ

し
て

､

こ

の

何
の

方

法
す
な

わ

ち

集
合
の

方
法
に

よ

る

も
の

こ

そ

保

険

本

来
の

領

域
で

あ

る

が
､

保
険
に

お

い

て

も

損
失

予

防
活

動
及
び

寡
少

対

象
に

対

す
る

(

1 0
)

肩
代

り
の

方

法
が

利
用

さ

れ

る
｡

従
っ

て
､

G

岩
e

n
e

に

倣
っ

て
､

危
険
管

理
の

立

場
､

つ

ま

り

危
険
を

ど

の

よ

う
に

し
て

処
理

す
る

か

と

い

う

立

場
か

ら

火

災
保

険
を

定

義
す
る

と

な

る

と
､

そ

れ

は

集
合
の

方

法
と

肩
代
り

の

方

法
と

を

含
む
の

で
､

い

き

お

い

次
の

(

1 1
)

よ

う

な
二

元

的

な
も
の

に

な

ら

ざ

る

を

得
な
い

｡

す
な

わ

ち
､

火

災
保
険
と

は
､

社
会
に

お

け

る

火

災
に

因
る

捻
損
失
が

ほ

ぼ

正

確

に

予

測

さ

れ

得
る

よ

う
に

､

被
災
の

可

能
性
の

あ
る

多
数
の

物
件

を

ば

単
一

の

管
理

下
に

集
合
す
る

こ

と
に

よ

り

社

会
並
び

に

個
人

の

双

方

に

対

し
て

火

災
危
険
を

軽
減
し

､

ま

た

は

適
法

な

契
約
に

ょ

っ

て

有
償
的

に

相

手

方
の

火

災
危
険
を

肩
代
り

す
る

と
こ

ろ
の

経

済
施
設
で

あ

る
｡

(

1
)

筆
者
の

手
元

に

あ

る

文

献
は

､

次
の

も
の

に

過
ぎ

な
い

｡

呂
O
d

T

訂
P

y

紆

望
P

ロ
○

訂
a
】

訂
2
⊇
喜
♪

き
け

2

P

Z
e

弓

ぺ
○
サ
k

､

-

ま
山

､

C
F
P

p
.

い
い

∵
高

木

秀
阜

､

｢

米
国

に

お

け

る

リ

ス

ク
･

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

の

概

観
+

昭

和
三

二

年
二

月

『

損

害
保

険

研

究
』

第
一

九

巻
第

一

号
二

五
一

頁
以

下
｡

こ

の

論
文
は

上

記
の

望
P

星
U

F
p

a

の

論
述
と

C
コ.

賢
呵

の

C
O

召
○

旨
t

e

一

宏
弓
巴
-

完
}

E
P

ゴ

ロ

巴
∽

-

押
?

匂
○
→

t
¢

P

ロ
d

声
e

0

0

a
ひ

ー

一

宏
h

)

』

転
』

(

ゝ

ヨ
胃
訂

S

竜
打
さ

庶
｢

内

ヨ

昌
叶

ゝ

訟

邑
已
軋

3
)

知
琵

昌
言
計

知

名
等
外

-

Z
〇
･

N

山

の

論
旨
を

紹
介
す

る
｡

β
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G

邑
P

瞥
e

J

出
自

ユ

点

告
a

A
d

邑
2 .

賢
e
]

甘
的

C
｡
→

官
邑
e

一

宇

払

喜
p

ロ
O

e
､

-

窒
¢

､

ゝ

転
ゝ

知
8

昌
言
計

知
Q

七

葛
へ

}

Z
〇
.

-

ご
ノ

句
F
P
t

S
､

Z
e

弓
-

ロ

空
払

k

呂
p

ロ
P

g
e

ヨ
e

n
t

～

-

況
¢

}

A
呂
A

H

n
∽

弓
P

2
U

e

ロ
ー

5 .

巴
○

ロ
}

ゝ

整

き
ヨ

白

驚
喜

芸
へ

如
ぢ
笥

へ

(

以

下

転
出
.

と

略

記

す
る
)

Z
〇
･

N

ご

空
地

粁

呂
P

n
b

由
e

日
e

n
t

→
O
d

P

¥

-

宗
○

-

b
ヽ

や

Z
〇

･
毛
"

句
P
O

旨
g

2
2

弓

勺

2
b
-

①

日
∽

-

n

空
払

粁

呂
p

ロ

P
g
2

日
2

n
t

､

-

宗
-

}

転
担

)

Z
〇
･

竺
"

→
F
①

G
→

○

弓

訂
g

-

○

ビ

○
叶

空
∽

打

呂
p

n

甲

咋
e

臼
e

n
t

-

-

宗
N

)

転
出
･

)

Z
〇
･

3
･

本

書
の

序

文
で

G
已
-

や
粥

訂
H

が

最
近
の

三

〇

年
間

に

お

け

る

米

国
の

危

険

管
理

の

発

達
に

つ

い

て

述

べ

て

い

る
｡

G

蒜
e

ロ
e

】

知
訂
む

S
乳

-

さ

旨
言
責
♪

C

旨
○
-

n

ロ
p
t

:
課
N

､

C
F

a

9

♪

大

林
･

水

沢

編

集
､

保

険

辞
典

､

有
斐

閣
一

九

六
二

年
､

｢

リ

ス

ク
･

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト
+

の

項
｡

そ
の

他
の

文

献

と

し

て

は
､

前
記
の

G
r
e

e

n
¢

の

著

書

(

七

八

五

-
七

八
七

頁
)

に

掲
げ

ら

れ

る

も
の

の

ほ

か
､

A
呂
A

の

次
の

よ

ぅ
な

出

版
物
が

あ

る
｡

一

C
仁

∃
2

ロ
叶

→
1

e

n
n

ね

ぎ
C
0
1

勺
○

旨
t

e

一

日
申

告
P
日

誌
)

転
知
･)

Z
〇
･

ご
l

日
仏

弓
P

ロ
O

e

C
O
の
t
00

p

ロ

d

C
O

已
岩

-

竺

A

河
e

P

p

七

宗
-

琵
-

､

転
出

J

宅
〇
･

-

¢

こ
n

彗
-

→

P

臼
O

e

→

冒
n

計
p

n

d

G

已
d
e

∽
､

転
ね
.

､

2
〇
.

訟
"

C
O

冒
p

P

ロ
呵

○
ぷ
叫

P

2.N
巳
-

O

n

O

f

H

ロ

竺
-

岩
ロ
O

e

呂
p

n
P

的
e

巨
e

ロ
t

-

知
?

駕
e

-

旨

哲
さ

身
〉

2
〇
.

念
.

(

2
)

西

藤

雅

夫
､

保

険
の

経
済

理

論
､

一

九

六

〇

年
､

二

四

四

頁

内
n
-

粥

F
t

)

空
班

打
)

q

喜
等
叶

已
邑
甲

§
乱

守
怠
へ

一

世
○

賢
○

ロ

ー

浩
ヅ

p
.

N

〇
.

(

3
)

H

弓
d

y

知
訂
計

§
乱

知
訂
計

訂

弓
訂
q
-

C
F

訂
a

的
○

-

諾
い

､

p
.

-
一

西

藤
､

前

掲
二

四

六

頁
｡

(

4
)

G
l

e

e

n
e

〉

や

N
.

(

5
)

保

険
辞

典
､

前

掲
一

〇
一

頁
｡

大

林
良

二

保

険

理

論
､

一

九

出

六
〇

年
､

五

六

-
五

七

頁
｡

(

6
)

G

3
e

ロ
e

､

ワ

P

(

7
)

し

か

し

な

が

ら
､

こ

こ

に

い

う
不

確

実
性

が
､

火

災
に

因
る

損

失
発

生
の

基

本

的

確

率
に

対

す
る

偏
差
の

発

現

を

意

味

す
る

も

の

な

の

か
､

そ

れ

と

も

確

率
の

如

何
に

か

か

わ

ら

ず
､

自

分

自

身
を

も

含

め

て
､

一

体

誰
が

被

災
者
に

な

る

の

か

と
い

う

未
決

定

状

態
を

指

す

の

か
､

に

つ

い

て

は

疑

問
が

残
る

｡

と

は
い

え
､

い

ず
れ
に

し

て

も
､

集

合
の

方

法

を

理

想

的
に

活
用

す
る

保

険
を

利

用

す
る

な

ら
ば

､

上

記
の

偏

差

は

殆
ど
あ

り

得
な
い

こ

と

と

な

り
､

ま

た
､

被

災

者
と

な

る

か

香
か

に

は
か

か

わ

り

な

く
､

総
て

の

保

険

加

入

者
は

一

様
に

不

確

実

性
か

ら

開

放
さ

れ

て

い

る

と

考
え
て

よ

い

で

あ

ろ

う
｡

(

8
)

G
→
e

2

日
2

】

p

ワ

∞

00

～

笠
.

高
木

､

前
掲

論
文
二

六
一

頁
以

下
｡

(

9
)

G
→

e

e

n
e

-

宇

野

(

1 0
)

全

く

従

来
に

は

見

ら

れ

な
い

構

造
の

建
物
や

初
め

て

の

試
み

と

し
て

斬
新

な
生

産
方

法

を

採
用

し

た

エ

場
の

火

災
保

険
は

､

恰

も

名

ピ

ア

ニ

ス

ト

の

手
の

傷

害
保

険

と

同

様
に

､

そ

の

対

象
は

寡
少
で

あ

る

か

ら
､

集
合
の

方

法
に

よ

る

典

型

的
な

保

険

で

は

あ

り

得

な

い

が
､

適

法

な

保

険

契

約
に

基
づ

く

肩
代
り

の

方

法

に

よ

る

真

正
の

保

険
で

あ

る

こ

と
に

変
わ

り

は
な

い

｡

1 1
)

G

言
e

ロ
e

の

保

険
の

定

義

に

つ

い

て

は
､

鼓
軋

.

-

ワ

表

参
照

の

こ

と
｡

二

火

災
の

予

防
及
び

鎮
圧

㌣
卜

.

●
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1.

.

一
■

●

一-
叩
1

危
険
管
理
の

立

場
か

ら

は
､

防
災
は

ユ

許

P

訂
t

e

2
e

已
(

危
険

の

排

除
)

又

は
ー

○
∽

ロ

宅
e

吉
日
t
-

○

β

(

損
失
の

防

止
)

と

表
現
さ

れ

る

が
､

要
す
る

に

｢

人
の

損
傷
又

は

財
産
の

毀
損
の

防
止
に

向

け
ら

(

1
)

れ

る
一

切
の

継
続

的
な

方

策
+

で

あ

る
｡

防
災
は

企

業
に

と

っ

て

(

2
)

も

国
民

経

済
に

と

っ

て

も
､

保

険
以

前
の

問
題
で

あ
る

と

同

時

に
､

合
理

的
に

保

険
を

利
用

す
る

た

め

の

前
提
で

も

あ

る
｡

従
っ

(

3
)

て
､

防
災
は

危

険
管
理

士
の

重

安
な

責
務
の

一

つ

で

あ

る
｡

し
か

も
､

そ

れ

は

企

業
で

働
く

者
全

員
の

協
力
が

な

け

れ

ば

実
効
を

期

(

4
)

し

難
い

も
の

で

あ

る
｡

防
災
は

､

保

険
可

能
､

保

険
不

能
の

如
何
に

か

か

わ

ら

ず
凡

ゆ

る

損
失
に

つ

い

て

配
慮
さ

れ

な

け

れ

ば

な

ら
な

い
｡

た

だ
､

保
険

可

能
な

損
失
の

防
止
に

つ

い

て

は
､

保
険
会
社
の

検
査

､

忠

言
そ

の

他
の

サ

ー

ビ

ス

が

大
き

な

役

割
を

演
じ

て

い

る
｡

こ

の

意
味
に

お

い

て
､

保
険
会

社
が

保
険
料
に

対

す
る

反

対

給
付
と

し

て

保
険

利
用

者
に

提
供
す
る

も
の

は
､

単
に

経
済
的

損
失
に

対

す
る

保
護

だ

け

で

は

な

く
､

防
災
サ

ー

ビ

ス

を

は

じ

め

各
種
の

サ

ー

ビ

ス

を

(

与
)

も

含
ん

で

い

る

と

説
か

れ

る

の

で

あ

る
｡

ま

た
､

防
災
は

単
に

自

動
消
火
装

置
の

よ

う

な

施
設
の

優
秀
さ

の

み

に

凝
る

ぺ

き

も
の

で

(

6
)

は

な

く
､

例
え

ば

消

火

設

備
の

使

用

訓

練
が

大

切

で

あ

る
｡

な

お
､

米
■
国
の

エ

場
火

災
の

約
四

剖
が

直
接

･

間
接
に

従
業

員
の

過

(

7
)

失
又

は

怠
慢
に

因
る

と

い

わ

れ

る

か

ら
に

は
､

防
･

消
火
に

お

け

る

人

的
要
素
の

重

要
性
が

充
分
に

認

識
さ

れ

な

け

れ

ば

な

ら

な

ヽ

0

ヽ
■

∨

防
災
の

効
果
が

挙
が

れ

ば
､

保
険
の

費
用
を

低
下

さ

せ

る

許
り

で

な

く
､

場
合
に

よ
っ

て

は

自

家
保
険
や

無

保
険
に

正

当
な

根
拠

を

与
え

る

こ

と

も

で

き

る
｡

し
か

し
､

保
険
ほ

勿
論
防
災
の

一

環

で

は

な

く
､

む

し

ろ

防
災
の

実
効
が

な
か

っ

た

と

き
に

早

速

役
立

(

8
)

つ

資
金
を

準
備

す
る

も
の

で

あ

る
｡

最
後
に

､

火

災
損
失
に

は

間

接
的

な
い

わ

ゆ
る

営
業
中

断
損
失

も

含
ま

れ

る

が
､

こ

の

種
の

損
失
の

防
止
に

つ

心
て

は

特
別
の

考

(

9
)

慮
を

め

ぐ

ら

す
必

要
が

あ

る
｡

(

1
)

+

司
知
.

〉

ヨ
〇
.

岩
)

や

ー

き
･

(

2
)

企

業
に

と
っ

て

は
､

防
災
の

真
の

目

的

は

利

潤

の

擁

護
で

あ

り
､

そ
の

効

果

と

し
て

経

営
の

能

率

増
進

と

費
用

低

減

を

伴
な

う
｡

(

3
)

工

場

に

お

け
る

い

わ

ゆ

る

｢

安

全
管

理
+

の

仕

事

は
､

危
険

管

理

部
の

所

管
と

し
て

も

不

都

合
は

あ

る

ま
い

｡

た

だ
､

従

来
の

｢

安

全

管
理
+

の

中

心

は

労
働
災
害
に

お

か

れ
､

し

か

も

必

ず
し

も

保

険

の

利

用
を

前

提
と

し

た

も
の

で

は

な
か

っ

た

が
､

危

険
管

理

に

お

い

て

は
､

単
に

労

災
の

み

な

ら

ず
一

切
の

事
故
に

及
び

､

か

つ

保

険
の

利

用
を

中

軸
と

す
る

概

念
を

形

成

し
て

い

る

よ

う
に

思
わ

れ

る
っ

(

4
)

こ

と

に

製
造

業
に

お

い

て

は
､

危

険

管

理

部
と

工

場
安

全
部

と

の

緊
密
な

協

力
が

必

要
で

あ

る
｡

例
え

ば
､

保

険

会

社
が

行

な
っ

た

畑
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防
･

消

火

設

備
の

検
査

の

結

果
は

､

安
全

部
の

了

解

を

経
て

危

険
管

理

部
に

麹

付
さ

れ

る

を

要
し

､

ま

た
､

危
険

管

理

部
は

､

工

場
現
易

の

防
火

担

当

者
､

研

究

所
又

は

事

務

所
の

安

全

技
師
と

常
に

連
絡
を

と

る

必

要
が

あ

る
｡

Z
e

弓

吋
○
叶

打

州
の

河
e

匂

仁

E
訂

A
ま
賢

一

○
ロ

会

社
の

防
災
組

織
で

は
､

作
業
所

長
､

作
業

部

長
､

安
全

部

長
､

医

長
､

保
険
管
理

部

長

(

危

険

管

理

部
は

､

実

際
に

は

保

険

管

理

部

と

称
さ

れ

る

場

合

が

多
い

)

か

ら

成
る

安

全

委
員
会

で

防

災
計

画

を

立

て
い

安
全

部

は

主

と

し
て

労

災
を

管
理

し
､

作
業
部

は

作
業
及
び

整

備
の

責
任

を

負
い

､

医

務

部
は

傷
害

と

職
業

病

を

司

り
､

火

災

部

は

継
続
的

検
査

と

消

防
隊
の

訓

練
･

監

督
を

行

な
っ

て

い

る

(

転

や

旨
琵
･

-

ワ

一

合
)

｡

(

5
)

L

革
ヂ

旨
訂
r

〉

p
.

ざ

(

6
)

勺

E
-

P

計
-

】

首
叫

P

聖
e

O
t

旨

会

社
の

保

険

部
は

､

こ

の
一

五

年

来
､

防
火
訓

練

学
校
を

設

け
､

消

火

器
の

使
用

法
､

電
気

装
置
の

消

火
上

の

危

害
等

に

つ

い

て

教

え
､

消

火

実

習

を

も

行

な

っ

て

い

る

(

転
担

こ
b
i

n
J

p
.

毛
)

｡

(

7
)

毎
如
.

〉

-

ど
d
.

､

七

p
.

-

ど
～
-

¢

N
.

(

8
)

こ

の

意
味
で

､

保

険

は

｢

わ

れ

わ

れ

が

携
帯

は

す

る

が
､

決

し

て

使
い

た
い

と

は

思

わ

な

い

救

命

具
+

で

あ

る

(

転
知

J

萱
d

.

-

p
.

-

今
N

)

｡

(

9
)

営

業
中
断

損

失
の

防

止
に

つ

い

て

は
､

き
叫

.

こ
E
d

.

-

胃
+

∞

阜

～
-

∞

か

参
照
の

こ

と
｡

三

火

災
危

険
の

分

析

危
険
管
理
の

第
一

着
手
は

､

ま

ず
危

険
分

析
か

ら

は

じ

ま
る

｡

畑

各
種
の

企
業
に

は

独

自
の

危
険
と

共
通
の

危
険
と
が

あ
る

が
､

純

(

l
)

粋
危

険
と

投
機
危
険
と

に

大

別
さ

れ

る
｡

こ

の

う

ち
一

般
に

保
険

(

2
)

が

可

能
な
の

は

純
粋
危
険
だ

け

で

あ

る
｡

そ

し
て

､

火

災
危
険
も

ま

た

純

粋
危
険
の

一

つ

で

あ

る
｡

と
こ

ろ
で

､

火

災
危
険
の

分

析

は
､

労
災
危
険
そ

の

他
の

危

険
の

分

析
に

較
べ

れ

ば

此

較
的

単
純

の

よ

う
に

思
わ

れ

る
｡

火

災
危
険
の

分

析
は

､

私

見
に

よ

れ

ば
､

ま

ず
そ

の

企

業
の

な

る

べ

く

長

期

間
に

お

け

る

火

(

火

災
と
は

限

ら
な
い

)

に

因
る

直

接
･

間
接
の

損
失
の

記

録
を

整

理
･

分

類
･

作
表
す
る

こ

と
か

ら

は

じ

め

る

の

が

よ

さ

そ

う
で

あ
る

｡

こ

れ

ら
の

作
業
に

あ

た
っ

て

は
､

発
火
の

原
因

､

被
害
の

対

象
物

､

火
に

因
る

損
失
の

発
生

回

数
､

そ

の

損

失

額
(

最
小

額
､

最
大

額
､

そ
の

時

問

的

並
び

に

金

額

的

分
布
)

を

確
か

め
､

か

つ

そ

れ

ら
の

損
失
が

如
何
に

処
理

さ

れ

た

か

と
い

う
こ

と
､

す
な
わ

ち
､

そ

れ

ら
の

損
失
は

企
業
自
身
の

如

何
な

る

財
政
に

よ
っ

て

負
担

さ

れ

た

か
､

他

人
か

ら

弁
償
さ

れ

た

か
､

或
は

保
険

･

共

済
等
に

よ

っ

て

填

補
さ

れ

た

か

を

明
か

に

し

な

け
れ

ば

な

ら

な
い

｡

と

同

時
に

､

支

払
保
険

料
と

受
取

保
険
金

と

の

年
次

別

並

び

に

累

年
合

計
の

対

比

を

忘
れ

た

く

な
い

｡

以

上
の

基
礎
資
料
に

基
づ

い

て
､

若
し

適
当

な

設
備
と

配
慮
が

●

｡
山
¶

斗
1

.▲
-
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叩

あ
っ

た

な

ら
､

こ

れ

ら
の

損
失
は

ど
の

程
度
ま
で

防
止
で

き

た

で

あ

ろ

う
か

と

い

う
こ

と
〔

ま
た

若
し

わ

が

国
現

行
の

火

災
保
険
制

度
を

総
動
員
し

た

な

ら

ば
､

こ

れ

ら
の

損
失
を

如
何
に

処
理
で

き

る

か
､

そ

し

て

ど

ん

な

付

保

条
件
と

方

式
を

選
ぺ

ば

最
も

充

分

な

填
補
が

得
ら
れ

る

か

を

検
討
す

る
｡

こ

こ

で

少
な

く

と

も
､

わ
が

国
の

火

災
保
険
の

概
要
を

知
る

必

要
に

迫
ら
れ

る
｡

火

災
危
険
の

分

析
に

あ

た
っ

て
､

私
は

企

業
施
設
内
部
の

火

災

危
険
地

図
の

作
成

を

提
唱
し

た
い

｡

そ

れ

は
､

独
立

の

建
物
の

各

階
ご

と

に
､

平

面

図
と

内

部
に

常

置
さ

れ

る

設

備
､

機
械

､

什

器
､

動
産
(

原
･

材
料

､

仕
掛

品
､

完
成

品
､

工

具

等
)

を

示
し

､

そ

こ

で

行
な
わ

れ

る

作
業
の

種
類
を

略
記

し
､

建
物
の

長
さ

､

幅
､

高
さ

､

面
積

､

容
積
を

記
載
し

､

建
物
並

び

に

収
容
物
の

価
額
及

び

合
計

額
を

付

記

す
る

｡

更
に

､

火

気
を

使
用
す
る

場
所
そ

の

他

出
火

可

能
の

場
所
を

赤
色
で

示
し

､

易
燃
性
の

部
分

又

は

物
を

桃

色
で

現

わ
し

(

内

部

出

火
及

び

内

部

延

焼
の

可

能

性
の

吟

味
)

､

消

火

器

及

び

消
火

設
備
を

青
色
で

指
摘
し

､

隔
壁

､

屋
根

､

開
口

部
等

で

防
火

的
配
慮
が

充
分
に

加

え

ら

れ

て

い

る

も

の

を

線
色

(

内

部

及

び

外

部
か

ら
の

延

焼
の

.
可

能

性
の

吟
味
)

で

画

く
｡

こ

の

よ

う
な

地

図
に

よ

り
､

少

な

く
と

も

建
物
の

単
位
面

積
又
は

容
積
当

り

金

額
に

し

て

ど

れ

巷
の

被
災
可

能
の

価

値
(

い

わ

ゆ
る

直

接
損

害
の

可

能
性
)

が

あ

る

か
､

ま
た

､

特
に

ど
の

場

所
に

損
失
発
生

の

可

能

性
が

大
き
い

か

を

察
知
す
る

こ

と

が

で

き

る
｡

ま
た

､

火

災
危
険
の

分

析
に

関
し

て

は
､

同

業
者
の

火

災
損
失

に

つ

い

て

も

詳
細
な

情
報
を

広
く

集
め

､

ま

た

自
己
の

被
災
現

場

の

実
地

検
査
に

よ
っ

て

火

災
の

原
因
及
び

損
失
の

実
体
を

把

握

す

る

必

要
が

あ
る

｡

し

か

し
､

店
舗
や

作
業

所
が

広
域
に

散
在
す
る

大
企
業
を

除
け

ば
､

火

災
損
失
に

関
す
る

統
計

記
録
は

､

物
件
の

技
術
的

検
査
や

評
価
ほ

ど

に

は

重

要
な
も

の

で

は

な
い

と
い

わ

れ

(

3
)

る
｡

け

だ

し
､

火

災
損
失
は

概
し
て

頻
度
が

少

な

く
､

む

し

ろ
一

回

あ

た

り
の

金

額
が

か

さ

む

性
質
の

も
の

だ
か

ら
､

労
災
や

自
動

車
事
故
ほ

ど
に

は

統
計

的
分

析
に

通
さ

な
い

た

め
で

あ
ろ

う
｡

け

(

4
)

れ

ど

も
､

火

災
損
失
に

つ

い

て

も

簡

単
な

報

告

又

は

記

録
を

作

成
､

整
理

し

て

お

く
こ

と

は
､

危
険
分

析
上

や

は

り

不

可

欠
の

仕

事
で

あ

る
｡

製
造

業
に

お

い

て
､

原
料
が

製
品
と

な

り

最
終
の

消
費
者
に

渡

る

ま
で

の

経
過
を

示
す

哲
守
○

訂
ユ

は
､

各
種
危
険
の

分

析
に

有

(

5
)

カ

な

武
器
で

あ
る

と
い

わ

れ

る

が
､

労
災
危
険
の

場
合
は

勿
論

､

(

6
)

火

災
危
険
殊
に

営
業
中

断
危

険
の

分

析
に

も

役
立
つ

に

ち

が

い

な

い
｡

そ

れ

は
､

原
･

材
料
の

仕
入
か

ら

完
成
品
の

販

売
ま
で

の

経

営
過

准
の

ど
の

段
階
で

火

災
を

生

じ

た

と

き

は
､

被
災
企

業
は

如

〃



一 橋論叢 第五 十
一 巻 第 一

号 ( 18 )

何
な

る

損
失
を

受
け

る

か

を

考
察
す
る

手
が

か

り

と

な
る

で

あ

ろ

1

フ
0(

1
)

純

粋
危
険

(

p

宍
e

-

汝
軒
)

に

お
い

て

は
､

対

象
が

損

失

を

受

け
る

か

ど

う
か

に

関

す
る

不

確

実

性
が

あ

り
､

万
一

事
故
が

生

起

し

た

と

き

は
､

損

失
の

発

生
の

み

が

可

能
で

あ

る
■｡

と
こ

ろ

が
､

投

機

危

険

(

∽

勺
e

O

已
p
t

才
e

り

訂
打
)

に

お

い

て

は
､

或

る

事

件
が

利

益

ま

た

は

損

失
の

い

ず
れ

を

生

ず

る

か

に

つ

い

て

不

確

実

性

が

あ

る

(

G

3
e

ロ
e

､

や

00

)

｡

(

2
)

季

節

的

又

は

周

期

的
な

価
格

変

動
､

消

費

者

の

冷

淡
､

様

式

の

変
化

､

優
良

品
か

ら

の

挑

戦
の

よ

う

な

市

場

危

険

(

旨

当
村
e
t

H

訂

訂
)

､

政

府
の

願
覆
又
は

戦

争
､

自
由

貿

易
の

制

限
､

法

外

な

課

税
､

為
替
の

制

限
と

い

っ

た

政

治

危

険

(

匂

○
】

琵
｡

巴

コ
玩

打
払

)

､

機
械

の

経

済

的

運

転
不

能
､

ス

ト

ラ

イ

キ

そ
の

他
の

労
働
紛

争
､

技
術

的

問
題
の

解

決
不

能
､

原
･

材
料

供

給

故
の

洞

渇
の

生

起
に

関

す
る

不

確
実

性
す
な

わ

ち

生

産
危

険
(
‥

胃
○
〔 .

F
O

江
○

ロ

1

昆
打

且

も

ま

た

保
険

不

能
で

あ

る

(

ロ
→

e

①

日
e

-

p
●

ヒ
)

｡

(

3
)

転
由
･

〉

宅
〇
.

冒
〉

勺

p
.

-

-

¢

～
-

N

〇
.

(

4
)

繁
甲
ロ

d

寛
d

石

油
会

社

保

険
部
の

火

災
損
失

報

告
書
の

ひ

な

型

を

見
る

と
､

火

災
又

は

火

災
保
険

拡

張
担

保
に

含
ま

れ

る

事

故
の

う

ち

ど

れ

が

発
生

し

た
か

と

い

う
こ

と
､

物
件
の

所
在
地

及

び

種

類
､

事
故

発

生
の

曜
日

及
び

日

時
､

被
災
財
産
の

概

略
､

損
失

発

生

場
所

の

施
設

及
び

作

業
の

概

要
､

損

失

の

原

因
､

損

失

の

評

価
(

在

庫

品
､

建

物
､

機
械
及
び

電

機
､

合

計

額
)

､

同

種

損

失

の

防

止

策
､

五
､

0

0

0

ド
ル

を

超
え
る

総
て

の

損
失

に

関

す

る

詳
報

を

記

載

す

る

欄
が

設

け

ら
れ

て

い

る

(

§
叫

･

∵
E
d

.

､

中

一

N

O
)

｡

(

5
)

転
担
一

旨
-

(

r

ワ

ー

ー

N
-

p

ワ

ー

い

叫

～
-

山

野

(

6
)

転
担
-

小

b

訂
r

､

や

ー

00

升

四

保
険

･

無
保

険
･

自
家
保
険
の

判
断

米
国
に

お

け
る

最
近
の

趨
勢
で

は
､

付

保
物
件
と

無
保
険
物
件

(

1
)

と
の

比

率
は

､

前
者
の

方

が

増
加
を

示
し

て

い

る

と
い

わ

れ

る
｡

こ

と
に

火

災
の

よ

う
に

頻

度
よ

り
も

損
失

額
が

目

立
つ

危
険
の

処

理
に

は
､

概
し

て

保

険
を

選
ぶ

の

が

常
識
的
で

あ

る
｡

し
か

も
､

企

業
は

小

危
険
を

自
己

負
担
と

し

大

危
険
だ

け

を

付

保
す
る

の

が

原
則
で

あ

る
｡

し
か

し

な
が

ら
､

危
険
の

大

小

を

区

別
す
る

一

般

(

2
)

的
な

基
準
を

設

け
る

こ

と

は

実
際
上

な

か

な
か

困

難
で

あ
る

｡

保
険
を

付

け
る

こ

と

に

決
め

た

と

し

て

も
､

損
失
の

自
己

負
担

の

部
分

を

な
る

べ

く

少

く

す
る

か
､

そ

れ

と

も

意
識
的
に

あ

る

寝

度
の

自
己

負
担
を

試
み

る

か

と
い

う
問
題
(

意
識

的

不

足
保

険
の

問

題
)

が

残
る

｡

そ

の

結
論
は

､

自
己

並

び

に

同

業
者
の

火

災
に

関

す
る

損
失

記

録
と

危

険
分

析
の

結
果

と

を

総
合
し

､

か

つ

自
己
の

財
力
に

応
じ

た

損
失

耐

抗
力

を

勘
案
し
て

決
定
す
る

ほ

か

な
い

｡

な
お

､

無
保
険
の

特
殊
な

場
合
と

し
て

い

わ

ゆ

る

自
家

保

険
が

あ

る
｡

自
家

保
険
が

可

能
で

あ
る

か

香
か

は
､

そ

の

企

業
の

財
産
の

上∂

鵠

●
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打

●

一

..

叫

地

域
的

分

散
の

度
合
と

､

や

は

り
そ

の

財
力
の

如
何
に

よ
っ

て

決

定
さ

れ

る
｡

い

ず
れ

に

し
て

も
､

危
険
管
理
士

は
､

危
険
処

理
の

方

法
と
し

て
､

保
険

､

無
保
険

､

自
家
保
険
の

う

ち
､

ど

れ

を

採

用

し

又

は

併
用

す
る

に

至
っ

た

か

と
い

う

理

由
を

常
に

明

示

す
る

(

3
)

こ

と
が

で

き
な

け
れ

ば

な

ら

な
い

｡

(

1
)

転
h
叫

.

-

2
〇
.

冒
､

9

い

ゃ

(

2
)

E
訂

E
g

P

ロ

州
の

q
p
j

O

F
ロ

会
社
の

保

険

部
長

C
ユ
s
t

}

は
､

何

社
の

方

針
を

紹

介
し

て
､

一

回
の

損
失

額
が

二

五

〇
､

0

0

0

ド

ル

(

一

二

年
前
に

は
二

､

五

〇

〇

F
ル

)

ま
で

の

危

険
を

自

己

負

担

と

し
､

こ

れ

を

超
え

る

危
険

を

付

保

す

る

が
､

大

危

険

に

つ

い

て

も
､

自

己

負

担

分
の

設
定

と
､

年
間
の

損

失

実

績
に

リ

ン

ク

し

た

料

率
制

(

蒜
t

3
∽

勺
e
O

t
-

d
d

→

p
t
-

β
g
〉

主

と

し
て

労
災
保

険
に

通

用

さ

れ

る

と

思
わ

れ

る
)

と

の

採

用
に

よ

り
､

保

険

料
の

節

約

を

は

か

る
｡

た

だ

し
､

防
災
や

損
失

査

定

等
の

特

別
の

保

険
サ

ー

ビ

ス

の

購

入

を

必

要
と

す
る

場
合
に

は
､

自

己

負
担

分

を

圧

縮
す
る

旨
を

述
べ

て

い

る

(

韓
早

i

茫
チ

や

笥
)

｡

′

(

3
)

Z
e

弓

ペ
○
り

打

市
の

保

険
コ

ン

サ

ル

タ
ン

ト

句

旨
⊇
U

小

払

は
､

保

険
､

無
保

険
､

自
家

保

険
の

採
香
の

判

断
の

指
針
と

し
て

､

次
の

7

項
目

を

挙

げ
て

い

る

(

転
出
･

こ
E
a
･

-

p

p
･

-

宝
～
-

旨
)

｡

川
過

去
に

お

け

る

毎
年
の

損
失

額

と
､

そ

の

変
動
の

度
合

｡

仰
過

去
の

損

失

平

均
率

の

将
来

に

対

す
る

信

び
よ

う

性
(

危
険
事

情
の

著
し
い

変
化
の

有
無
)

､

危
険

の

分

散
虔
(

損

失
の

確

率
が

高
い

と

き

は
､

物

件
数

が

少
な

く

と

も
､

危
険
の

分

散
は

か

な
り

行
な

わ

れ

る
)

｡

川
損
失
が

予

想

を

上

越
っ

た

堤

合
に

企

業
が

受
け

る

打
撃

｡

火

災
保

険
の

営

業

保

険

料
は

一

般
に

純

保

険
料
の

約
二

倍
で

あ

る

か

ら
､

現

実
の

損

失

が

確
率
的

(

七

冒
ぎ
P

b
-

①
)

最
高

損
失

を

超
え
て

も
､

そ

の

二

倍
に

相

当

す

る

可

能
的
(

勺
○

払

巴

E
e

)

最

高
損

失
の

範
囲

内
に

止

ま
る

な

ら
､

少

な

く

と

も

危
険

処
理

費
用
の

面
で

は
､

保

険

を

付

し
た

場

合
で

も

無

保

険
の

場

合
で

も

同

様
で

あ

る
｡

し

か

し
､

可

能
的

最

高

損

失
が

更

に

巨

額

を

予

想
さ

れ
､

し

か

も

企

業

に

こ

の

よ

う

な

大

損

失
を

吸

収

す

る

に

足
る

財
力
が

あ

や

ぷ

ま

れ

る

と

き

は
､

付

保
の

線
が

濃
厚

と

な

る
｡

仰
無
保

険
は

､

結
局
の

と
こ

ろ
､

捻

保

険

料
の

う

ち

付

加

保

険

料

部

分
の

節

約
を

意

味

す
る

｡

可

能
的

最

高
損

失
が

こ

の

節

約

分

を

凌

麓
す
る

お

そ
れ

が

あ

る

と

き

は
､

無

保

険
で

は

だ

め

で

あ

る
｡

保

険

会
社
の

確

率

的

最

高
損

失

(

純

保

険

部

分
)

の

評

価
が

過

大
で

あ

る

と
の

確

証
が

得

ら
れ

た

と

き

は
､

無

保

険
に

踏
み

切

る

理

由
が

あ

る
｡

し
か

し
､

無
保

険
の

採

用
に

は
､

特
に

企

業

経

営
の

ト

ァ

プ

が

防

災
に

真

剣
で

あ

る

こ

と

を

前

提

と

す

る
｡

無

保

険
の

場
合

に

は
､

保

険

会

社
が

提

供

す
る

防
災
的
サ

ー

ビ

ス

を

期

待
し

得
な
い

か

ら
で

あ

る
｡

保

険

費
が

他
の

諸

掛
り

と

共

に

販

売

価

格
の

構

成

巽

東
と

さ

れ

て

い

る

場
合
に

は
､

若
し

無
保

険
で

し

か

も

大

損
失
を

被

っ

た

と

き

は
､

そ
の

損

失

を

原

価
の

一

部

に

繰
入

れ

る

こ

と

は

困

難

で

あ

る
｡

こ

の

よ

う

な

場
合
に

は

無
保

険
は

節
約
を

意

味
し

な
い

｡

財

産

保

険
の

保

険

料

は

税
制
上

の

必

要
経

費

と

し

て

控

除
さ

れ

る

が
､

例

え

ば

建
物
の

火

災
損

失
の

場
合
に

は

そ

の

税
法

上
の

評

価
額

に

相
当

す
る

僅

少

額
が

控
除
さ

れ

る

に

過

ぎ

な
い

か

ら
､

無

保
険
は

納

税
関

係
に

お
い

て

も

有
利
と
は

い

え

な
い

｡

弼
危
険

処

置
の

方

法

の

選

択
は

合
理

的

か

つ

徹
底
的
で

な

け
れ

ば

な

ら

な
い

｡

主

要
建
物

乃
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の

火

災
危

険
に

対

し

て

｢

無

保

険
+

を

選
び

な

が

ら
､

付

属
建

物
や

恵

硝
子

に

保

険

を

付

け
る

よ

う

な
ち

ぐ

は

ぐ

は

許

さ

れ

な
い

｡

主

要

危

険
に

対

す

る

｢

無

保

険
+

の

決

意
は

､

む

し

ろ
こ

れ

を

凡
て

の

危

険
に

及

ぼ

す
こ

と
に

よ

り
､

大

数

法

則
の

適

用
の

拡
張
を

図

る
ぺ

き

で

あ

る
｡

た

だ

し
､

親
企

業
に

と
っ

て

は

｢

無

保

険
+

が

合

理

的
で

あ
っ

て

も
､

子

会

社

は

保

険

を

必

要
と

す
る

場
合
が

あ

る

こ

と
に

注

意
す
べ

き

で

あ

る
｡

何
無

保

険
に

ょ
っ

て

節

約
さ

れ

る

保

険

料

は

防

災
そ

の

他

の

一

層

有

効

な

危

険
管
理

費
に

転

用

す
る

こ

と

が

で

き
る

か
｡

の
企

業
の

要
求

に

合

致

す
る

保

険
が

実

在
し

な
い

場
合

(

例
･

洪

水

保

険
)

に

も
､

無

保

険

と

す
る

ほ
か

な
い

｡

し

か

し
､

無

保

険

は

｢

無

為
+

で

も

な

け

れ

ば

危
険

管

理

機
能
の

放

棄
で

も

な
い

｡

む

し

ろ
､

保

険
を

付

け

た

場

合
に

も

増
し
て

企

業
は

全

能
カ
を

挙

げ
て

危
険

管
理

に

努
力

し

な

け

れ

ば

な

ら

な
い

｡

自

家

保

険
を

行

な

う

場

合
に

は
､

損

失
を

適

確
に

予

測

し
､

そ

れ
に

適

合

す
る

準
備

金

を

積

立
て

(

こ

の

積
立

金

は

課

税
の

対

象

と

な
る

こ

と
に

注

意

す
べ

き
で

あ

る
)

､

保

険
会

社
な

み

の

保

険

数

理

人
､

損

失

査

定

貝
､

技
術

者

等
を

使
用

し
､

単
に

発
生

し

た

損

失

を

費
用

項
目
と

し

て

処
理

す
る

単
純
な

｢

無
保

険
+

に

は

見

ら

れ

な
い

合

理

性

と

計

画

性
が

な

け

れ

ば

な

ら

な
い

｡

文

字

通
り
の

無

保

険

に

不

安

を

感

ず
る

場

合
に

は
､

超
過

損

害

保

険

(

e

り
ロ

2

宗

ど
s

喜
P

芦
ロ

e
)

を

利

用

す
る

道
も

あ

る
｡

火

災
危

険
の

よ

う
に

､

付

保

す

る

こ

と

が
一

般

慣
行
と

な
っ

て

い

る

場
合

､

｢

無

保

険
+

を

選
ぶ

こ

と

は
､

企

業
の

所

有

者
の

期

待
に

も

著
し

く

反
す
る

こ

と

に

な

る

か

ら
､

そ
の

決

定
は

企

業
の

最

高

責

任

者

に

ょ

っ

て

行

な
わ

れ

る
ぺ

き

も
の

で

あ
る

｡

五

付

保
価
額
の

決
定

保
険
を

付

け
る

場
合
に

′

は
､

保
険
契
約
締
結
時
に

お

け

る

価
額

す
な
わ

ち

付

保

価
額
(

F
岩
→

P

≡
e

召
-

琵
)

を

決
定

し

な

け

れ

ば

な

ら

な
い

｡

そ

の

決
定
は

経

理

部
の

指
示
に

従

う
の

も
一

方

法
で

あ

る

が
､

危
険
管
理
士

が

こ

れ

に

当
る

場
合
に

ほ
､

次
の

よ

う

な

(

1
)

考
慮
と

手

順
が

必

要
で

あ

ろ

う
｡

付
保

価
額
の

算
定
は

､

正

確
で

し

か

も

な
る

べ

く

簡
単
な

方

法

に

よ

る

の

が

望
ま

し
い

｡

問
題
を

建
物
の

評
価
に

し

ぼ

る

と

す
れ

ば
､

評
価
の

方

針
と

し

て

は
､

ま

ず
危
険
管
理

士
み

ず
か

ら

基
礎

評
価
を

行
な
い

､

減
価
の

計
算
に

は
､

簡
便
な
た

め

最
も

広
く

用

(

2
)

い

ら

れ

て

い

る

直
線
法
を

採
り

､

基

礎
評

価

を

展
開

す

る

の

に

(

3
)

は
､

建

築
費
指
数
と

単
位
容
積
当
り

建
築
費
に

関
す
る

公
認

表
を

用
い

る
｡

各
独

立
の

建
物
に

つ

い

て

建
築
の

年
､

高
さ

､

階
数

､

容
積

､

用
途
を

確
認
し

て

か

ら
､

建
物
の

取
得
時
又
は

新
築
時
の

価
額
を

評
価
し
(

基

礎
､

土

台
､

地

下

配
管

等
の

保

険

不

能

物

の

見
積

額
を

控

除
)

､

建
築
費
指
数
を

用
い

て

こ

れ

を

現

時
点
の

評
価

額
に

修
正

す
る

｡

当

初
の

新
築
時
か

ら

現
在
の

評
価
時
点
ま

で

の

減
価

(

現
に

使
用

可

能
の

建
物
に

つ

い

て

は
､

既

使
用

年
数
の

如

何
を

問
わ

ず

最

大

減
価

を

四

割
に

押
え

る
)

を

計

算
し

､

こ

れ

を

前
記
の

修
正

価

祖

_

メ

ー

■
■
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･
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一
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止

'

一

一
町

額
か

ら

差

引

け
ば

､

現

在
の

評

価
時
点
に

お

け
る

付

保

価
顧

が

得

(

4
)

ら

れ

る

の

で

あ

る
｡

(

l
)

C
-

ロ

已
n

n
也

巨

口
髭

紆

望
e

O
什

ユ
○

会

社
の

保

険
部

長

申
口

苧

昔

日
ぎ

の

見

解

(

竜
由
一

-

2
〇
.

さ
p

p

J
0

0

て

岩
山
)

に

ょ
る

｡

(

2
)

直

線

法

(

繁

昌
-

g

g
⊥
-

臼
e

日
e

t

ど
e

で

は
､

減
価
は
そ

の

財

産
の

耐

用

年

数
の

各

年
に

均

等
に

割
当
て

ら

れ

る

の

で

正

確
を

期
し

難
い

が
､

簡
便

な

た

め

広

く

用
い

ら

れ
る

｡

(

3
)

例
え

ば

米
国
に

お

い

て

は
､

甲

H
･

望
O

e
O

打

F

紆

A
班

岩
C
}

巳
ど
ロ

の

公

表

し

た

も
の

｡

(

4
)

具

体

的

な

実

例
の

数

字
に

つ

い

て

ほ
､

転
出
J

旨
チ

や
ー

O
仏

参

照
の

こ

と
｡

(

l
)

六

保
険
料
の

節

約

保

険
料
の

節
約
ほ

､

保
険
金

額
の

大

き
さ

､

事
故
の

種
類

､

支

払
条
件
等
の

担
保

範
囲
の

如
何
と

常
に

見

合
う

問
題
で

あ

る
｡

例

え

ば

新
価
保
険
特
約
方

式
の

採
用
は

､

大

損
失
の

回

復
に

つ

い

て

は
､

保
険
料
の

割

高
を

償
っ

て

余
り

の

あ

る

効
果
を

発
揮
す
る

｡

総
合

保
険

､

包
括
保
険

､

通

知
保

険
､

付

保
割
合
条
件
付

実

損
墳

(

2
)

補

条
項

､

河
e

冒
U

8
e

｡

t

才
e

邑
旨
的

等
は

､

い

ず
れ

も

保

険

料
の

節
約
を

主

要
眼

目

と

し

て

い

る
｡

適
切

な

d
e

賢
邑
♂

訂

(

一

定

金

額
以

下
の

損
失
不

担
使

方

式
)

の

採
用
は

､

小

損
失
の

累
積
を

防
止

し
､

か

つ

大
損

失
の

暴

威
を

許
す
こ

と

な
し

に
､

保
険
料
節

約
の

実
を

挙
げ

る

こ

と

が

で

き
る

｡

(

1
)

あ

る

企

業
の

総

危

険
の

原
価
は

､

支

払

保

険
料

､

無

保

険

財
産

に

生

ず
る

損
失

額
､

安
全

費
､

危
険
管
理

部

の

運

営
費
の

合

計

額
に

よ
っ

て

示
さ

れ
､

そ

の

年
間
売

上

高
に

対

す
る

比

率

は
､

危
険

管
理

費
の

測

定
と

危

険

管
理

士
の

能

力
の

判

定
に

役
立
つ

｡

し

か

し
､

こ

こ

で

は

保

険
料

節

約
の

問
題

に

ふ

れ

る

に

と
ど

め

た
｡

(

2
)

こ

の

料

率

制
度
で

は
､

被
保

険

者
の

支

払

う
ぺ

き

最

終

的
の

保

険

料
は

､

保

険
料

期

間
が

経

過
し

た

後
で

な

け
れ

ば

決
定
し

な
い

｡

こ

の

制
度
は

､

労
災
保

険
等
に

ほ

実
益

が

あ

る

よ

う

だ
が

､

火

災
保

険
に

は

向

か

な
い

で

あ

ろ

う
｡

な

お
､

こ

の

場
合
の

被

保

険

者
は

､

実

質
的
に

は
､

手

数

料
を

支

払
っ

て

保

険

会

社
の

サ

ー

ビ

ス

を

使
用

す
る

と
こ

ろ

の

自

家

保

険

者
に

過
ぎ

ず
､

ま

た
､

こ

の

制

度
に

よ

る

と
､

危
険
の

分

散
と

い

う

保

険
に

独

特

な

要

素
が

稀

薄

化

す

る

(

転
出
こ

Z
〇
.

繁
丁

胃
･

∞

00

～

ぎ
)

｡

七

そ

の

他

危
険
管
理

論
的
火

災
保
険

論
の

体

系

と

し

て

は
､

少

な

く
と

も
､

火

災
保

険
市

場
､

保
険
者
の

選

択

(

保
険
業
法
に

関
す
る

知

識
の

裏
付

け

を

要
す
る
)

の

二

項
目

を

逸
す
る

こ

と

は

で

き

な
い

が
､

紙
数
の

関
係
上

省
略
し

な

け
れ

ば

な

ら

な
い

｡

(

一

九

六
三

･

八

ニ
ー

九

満
)

(

専
修

大

学
学

長
)

β上




